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経緯； 

春インカレの選手権リレーについて、過去 3年間、2走のウィニングが 1・3走に比べて

短い形式で開催されている。同方式の導入により完走率の向上、選手権クラス参加チーム

の増加といった効果が見込まれるが、一方、リレー特有のファシュタを織り交ぜたコース

がくみにくい、地図のパターン割振数の増加といった問題点も生じている。また、今年の

テレインは 2 走短縮コースを組みづらいという課題もあり、実行委員会としては 2 走短縮

方式を導入するかどうか検討を進めていた。 

検討にあたり、学生の意見も踏まえて判断したく、幹事会でのヒアリング及び幹事会で

の議論に基づき学生に対するアンケートを実施した。 

アンケートの結果も踏まえ、最終的に運営方式を決定したので、以下の通り公表する。 

 

記 

 

リレーの方式； 

男子選手権リレーは 3区間等距離方式をとる。 

女性選手権リレーは 2走短縮方式をとる。 

 

理由； 

男子選手権リレーについては、アンケートの結果を見ると 3 区間等距離と 2 走短縮方式

がほぼ同等の結果になっている。そのため、リレーコースの組みやすさや、地図パターン

数の削減という観点から 3区間等距離方式をとる。 

女子選手権リレーについては、アンケートの結果を見ると 2 走短縮方式を望む声が多数

である。2 走短縮により選手権参加チームの増加が見込めるといった意見もあることから、

従来通り 2走短縮方式をとる。 

 

 

 

以上 



 

・アンケート集計結果 

【男子選手権クラス】 

①3区間等距離 ：107人 

②従来通り 2走短縮 ：109人 

③3走のみ長い方式 ：52人 

計 ：268人 

 

【女子選手権クラス】 

①3区間等距離 ：23人 

②3区間等距離で 1人あたりウィニングを短縮する ：32人 

③従来通り 2走短縮 ：64人 

④3走のみ長い方式 ：12人  

計 ：131人 

 

・幹事会の議事録も参照下さい。 

http://www.orienteering.com/~uofj/media/conference/20121006-2012_2nd_report.pdf 

 

 


